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　彩り豊かな山並みを仰ぎ、千曲川・犀川の大河に抱かれた長野市では、古く

から人々の足跡が刻まれています。各地に残る伝統行事や歴史的建造物などの

文化財は、郷土の成り立ちや文化を理解する上で欠くことのできない貴重な財

産です。中でも土地に埋蔵されている遺跡や遺物は、当時の人々の暮らしぶり

を生々しく現在の私達に伝えてくれます。

　本書で報告する元善町遺跡は、日本を代表する寺院である善光寺の境内域に

位置する遺跡であり、これまでの調査において多量の古代瓦や中世の盛土造成・

石積・礎石状遺構などが確認されています。古代・中世の善光寺について記さ

れた当時の史料は少なく、往時を知るための貴重な遺跡として注目を集めてい

ます。今回の調査は、善光寺仲見世通りのガス管布設工事に伴う立会調査であ

り、善光寺表参道の仲見世と石畳との間の狭い範囲において、南北100ｍ以上に

渡る掘削および土層確認を行いました。調査地からは古代瓦や土器、須恵器な

どの出土と共に、礎石状遺構や人為的盛土などが確認され、古代から現代に至

るまでの土地利用状況が伺えました。特に仁王門北西地点では、多量の古代瓦

が出土しており、現在の道路下においても良好に遺跡が残っていることが判明

しました。

　ここに長野市の埋蔵文化財第123集として刊行いたします本書には、このたび

の発掘調査によって得られた成果を詳しく掲載しております。その成果は連綿

と綴られてきた人々の歴史のほんの一部にすぎませんが、地域史解明の一助と

してお役立ていただければこの上ない喜びであります。

　

　最後になりましたが、埋蔵文化財保護に対する深いご理解とご協力、ならび

に発掘調査に際して多大なご尽力を賜りました長野都市ガス株式会社をはじめ、

関係各位の皆様に厚くお礼申し上げます。

　

　　平成21年３月

 長野市教育委員会
 教育長　立 岩 睦 秀
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第Ⅰ章　調査の経過

第１節　調査に至る経過

　調査地は善光寺境内域の長野市大字長野字元善町にあたる。元善町は、宝永４年（1707）に現在の位置に善光

寺本堂が再建される以前に、本堂（如来堂）が存在した場所といわれており、現在町内には仲見世や宿坊といっ

た歴史的街並みが広がっている。本調査の起因となった開発行為は、善光寺本堂から南に延びる石畳の表参道沿

いに埋設されているガス管の老朽化に伴う布設替え工事であり、地中に埋蔵する文化財の保護についても協議が

進められた。

　平成20年の２月下旬に、善光寺事務局より善光寺仲見世通りのガス管布設工事に伴う埋蔵文化財包蔵地の照会

がなされ、開発行為区域が「長野遺跡群元善町遺跡」の範囲内であり、埋蔵文化財包蔵の可能性が高い旨を回答

する。その後、事業主体である長野都市ガス株式会社と長野市埋蔵文化財センターとの間で埋蔵文化財保護のた

めの協議を重ねるが、開発行為における掘削範囲が幅50㎝と狭小であり、通常の発掘調査が困難であることから、

工事立会が妥当と判断された。平成20年３月５日に長野都市ガス株式会社より文化財保護法第93条に基づく届出、

工事立会調査の依頼書、土地所有者の同意書が提出され、立会調査の実施に至った。調査は平成20年３月17日か

ら４月３日までの18日間、約90㎡に渡って実施された。
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第２節　調査体制

調査主体者  長野市教育委員会教育長 立岩　睦秀

総括管理者  文化財課長 雨宮　一雄

総括責任者  埋蔵文化財センター所長 青木　和明

  （庶務担当）係長 宮沢　和雄

  職員 吉村　久江

  （調査担当）主査 風間　栄一（～Ｈ19）・小林　和子

  主事 宿野　隆史（調査員）・塚原　秀之（Ｈ20～）

  専門員 遠藤　恵実子・長瀬　出（～Ｈ19）・山野井　智子

   山岸　千晃（～Ｈ19）小池　勝典（調査員）（～Ｈ19）

   柴田　洋孝（調査員・編集）・向山　純子・佐々木　麻由子（～Ｈ19）

   小林　由実（Ｈ20～）・小山　夏奈（Ｈ20～）・西澤　尚紘（Ｈ20～）

整理調査員 青木善子・池田寛子・多羅沢美恵子・鳥羽徳子・中殿章子・武藤信子・矢口栄子

整理作業員 倉島敬子・小泉ひろ美・清水さゆり・関崎文子・富田景子・西尾千枝・三好明子・村松正子

遺 構 測 量 株式会社写真測図研究所

　

　発掘調査を通じて長野都市ガス株式会社、善光寺事務局より多大なる御協力を賜った。また出土遺物について

は、近畿大学教授　大脇潔氏、京都大学大学院教授　上原真人氏、同志社大学准教授　鋤柄俊夫氏、飯綱町立い

いづな歴史ふれあい館学芸員　小山丈夫氏より貴重な御助言を賜った。記して感謝を申し上げたい。

第３節　調査日誌（抄）

ฏ੒øĀ೥౓

３月17日（月） 立会開始。

 第２トレンチ（ＳＰ27～30）掘削。

３月18日（火） 第２トレンチ（ＳＰ31・32）

 第３トレンチ（ＳＰ33・34）掘削。

３月19日（水） 第１トレンチ（ＳＰ１～７）掘削。

３月20日（木） 第３トレンチ（ＳＰ35～40）掘削。

３月21日（金） 第３トレンチ（ＳＰ41～45）掘削。

３月24日（月） 第４トレンチ（ＳＰ46～49）掘削。

 複弁八弁蓮華文軒丸瓦出土。

３月25日（火） 第１トレンチ（ＳＰ８～14）掘削。

３月26日（水） 第２トレンチ（ＳＰ15～17）掘削。

３月27日（木） 第２トレンチ（ＳＰ18～23）掘削。

３月28日（金） 第２トレンチ（ＳＰ24～26）掘削。

ฏ੒ù÷೥౓

４月３日（木） 第４トレンチ再掘削立会。

 当日をもって立会調査終了。

ௐࠪ ෩ܠ
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第Ⅱ章　調査地周辺の環境

第１節　地理的環境

　調査地は裾花川段丘と湯福川扇状地による複合地形の上に立地する。現在の裾花川は、近世の瀬直しにより南

に流れて犀川に合流するが、以前の流路は旭山北麓の里島付近を扇頂に南東方向に広がって流れていたものと想

定される。また、湯福川も現在は善光寺本堂を迂回する流路を取るが、本堂が現在の位置に移転された宝永４年

（1707）までは寛慶寺と大勧進の間を流れていたことが絵図などに記されている。

　元善町遺跡を含む長野遺跡群は、この裾花川の扇状地を眼下に望む河岸段丘上に位置し、かつ箱清水北西から

流れ出る湯福川の急傾斜扇状地として押し出された台地・丘陵地にあたる。砂・礫の堆積物を地盤とする水はけ

の良い土壌と、日当たり良好な南向きの傾斜面ということを考えると、居住に適した土地であったことが推察さ

れる。実際、長野遺跡群内では、縄文時代から古墳時代の遺構も多数確認されており、善光寺が造営される以前

から連綿と人々が生活していた状況が伺える。

　善光寺造営後の空間利用については、いまだ不明な点が多いが、善光寺門前町跡では、東西に延びる中世の溝

跡が複数検出されており、中世初期段階に広範囲に渡る大規模な区画造成が行われた可能性が高い。また、人為

的な土地の造成は近世・近代においても行われており、善光寺の発展とともに善光寺境内および門前町の地形の

改変が進んだものとみられる。
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第２節　考古学的環境

　調査地周辺では、現在までに６箇所で発掘調査が行われている。以下、調査の概要を述べていく。

　੢ொҨ੻　縄文時代中期から近世にかけて幅広い時代の遺構を確認したが、縄文・弥生時代の遺構は少なく、各

時期内においても空白期がみられることから、人々の居住が断続的であったことを示している。また、古代善光

寺に関連してくる奈良・平安時代の遺構も少ないが、出土した古代瓦の中に「重弧文軒平瓦」が確認されている。

中世の遺構は善光寺参道に面する大門町に集中し、13～15世紀後半を中心とする遺物が出土した。遺構は、地割を

目的としていたと思われる溝跡のほか、柱穴とみられる土坑、地下室とみられる竪穴状遺構が検出されたが、町

屋としての遺構配置などを見出すことはできなかった。

　౦ொҨ੻　弥生時代・古墳時代・中世・近世の遺構を確認した。扇状地の端部傾斜地に位置しているため、弥

生・古墳時代の遺構は、湯福川の氾濫堆積によって地表下２ｍ以上も埋没していたが、古墳時代を中心に36軒の

竪穴住居が確認された。中世・近世の遺構は、氾濫堆積土上層にて検出された僅かな土坑や小穴のみであった。

　ળޫ ໳લொ੻ʢ஛෩ಊળޫࣉ ～େ໳ళ஍఺ʣ　古墳時代・中世・近世の遺構を確認した。中でも、13世紀後半ࣉ

14世紀にかけての遺物が多量に出土した幅2.5ｍの溝は、調査区外まで伸びており、西町遺跡で確認された溝跡と

あわせて考えると、門前町において広範囲にわたる区画造成が行われていたことが想定される。後述するが、出

土した古代瓦の中に「鴟尾」の可能性が高い破片が確認されている。
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　ળޫ ໳લொ੻ʢീ഼ࣉ ԰᛹ޒ࿠େ໳ொళ஍఺ʣ　調査面積が狭く、確認できた遺構は、石積みによって築かれた

中世の溝跡と小穴のみであった。溝跡からの出土遺物は、かわらけを中心に14世紀～16世紀の陶磁器が出土して

おり、溝跡は中世末に埋没し、近世以降改変がなされなかった場所と想定される。確認された溝跡が、土地区画

によるものかは不明である。

ળொҨ੻ʢળޫݩ　 ئେຊ໌ࣉ র఼ ஍఺ʣ　古墳時代・中世・近世・近代の遺構を確認した。遺構の主体は江戸時

代の土坑で、古墳時代・中世の遺構はわずかであったが、第４次遺構検出面において確認された大量の古代瓦片

を含む包含層は貴重な発見であった。また、明確な建物遺構は確認できなかったが、1700点以上の古代瓦片が出

土したことによって、調査地周辺に瓦葺き建物が存在していた可能性が高まった。本地点からは、県内初となる

「湖東式軒丸瓦」の出土や、文字瓦の出土など新たな資料も多数確認された。

ળொҨ੻ʢળޫݩ　 ਔԦ໳౦஍఺ʣ　古代～近世の遺構を確認した。第２次遺構検出面では、人為的に造成されࣉ

た盛土と礎石状遺構や、盛土の南面に土留めの役割として築かれた石積みが検出された。盛土内に包含される陶

磁器、瓦、炭化物などは11～13世紀の様相を示しており、中世善光寺に関連する遺構と判断される。盛土内から

は、多量の炭化物や比熱した瓦、漆喰壁片、塑像とみられる土製品の破片などが出土することから、古代末から

中世初期の火災後の造成跡と考えられる。

第３節　歴史的環境

　信濃善光寺の創建について記された当時の確実な史料は、現在のところ確認されていない。そのため、寺の創

建時期は境内から出土する古代瓦や本尊を模したとされる阿弥陀如来像の様式などから推測されている。善光寺

境内から出土した古代瓦は、その瓦当文様構成から生産時期が想定されていたが、長野市若槻の浅川扇状地遺跡

群（牟礼バイパス地点）の発掘調査において、善光寺境内出土の軒丸瓦と同文様の瓦が９世紀後半の住居から出

土し、少なくともこの時期までには瓦が生産され、瓦葺き建物が存在していた可能性が高まった。また、平成18・

19年度の元善町遺跡善光寺大本願明照殿地点の発掘調査では、大量の古代瓦と共に湖東式軒丸瓦が出土したこと

によって、古代信濃と近江との関連を考慮する必要が生じている。

　善光寺の名前が文献上に現れる最初の例は、10世紀頃に成立した『僧妙達蘇生注記』の中に記される「水内郡

善光寺」であり、この頃はまだ地方の一寺院として認識されていたようである。善光寺縁起は、平安時代末期に

は『扶桑略記』や『伊呂波字類抄』など複数の私撰史書に引用されており、その名前が貴族社会や仏教界で知ら

れるようになったと考えられる。善光寺は治承３年（1179）に火災によって焼失し、文治３年（1187）には源頼朝

が国内の御家人に再建を命じており、建久２年（1191）には主要伽藍が落成していることが『吾妻鏡』に記され

ている。その後、幕府の実権が執権北条氏に移ってからも善光寺に対する崇敬・保護政策は進められており、全

国の武士層に善光寺信仰を普及させることとなった。

　戦国期には、甲斐の武田氏によって本尊やその他の寺宝が甲府に移されており、その後の戦乱と共に善光寺本

尊も流転する。信濃に本尊が戻されるのは、40年後の慶長３年（1598）のこととなる。江戸時代になると、徳川家

康が善光寺に千石の寺領を与え、再興が進められた。中世以降、善光寺は火災によって幾度も焼失しており、宝

永４年（1707）に境内地北側の現在地に本堂を移すこととなる。旧本堂の敷地は、堂庭と呼ばれ江戸期には仮設

店舗でにぎわう仲見世となる。仲見世に現在のような建物が建設されるのは、明治時代以降のことであり、明治

24年（1891）の火災によって大部分の店舗が焼失・再建されている。



oota
タイプライターテキスト

oota
タイプライターテキスト

oota
タイプライターテキスト
  



― 7 ―

ୈ̐ ਤ
ɹ
ௐࠪ ஍఺ৄ ਤʢ̨ࡉ ʹ̍ɿøó÷÷÷ʣ



― 8 ―

ୈ̑ ਤ
ɹ
τϨンν౔૚அ໘໛ࣜ ਤ



― 9 ―

ୈ̐ τϨンνɾ̨ û̥Ā

ୈ̍ τϨンνɾ̨ ̥̏

ୈ̎ τϨンνɾ̨ ø̥ü

ୈ̏ τϨンνɾ̨ û̥ü

ୈ̐ τϨンνɾ̨ û̥ÿʢؙݢ ग़౔ঢ়ଶʣנ

ୈ̍ τϨンνɾ̨ ø̥ø

ୈ̎ τϨンνɾ̨ ø̥þ

ୈ̐ τϨンνɾ̨ û̥ÿ



― 10 ―

第２節　出土遺物の概要

（１）古代瓦
ݢؙ （第６図１・２）נ

　出土した軒丸瓦は２点で、共に凸鋸歯文縁複弁八弁蓮華文である。１は、外区の凸鋸歯文縁がわずかに欠損し

ているのみで、文様面は完形に近く、全体的にシャープである。現在までに確認されている善光寺境内出土とさ

れる軒丸瓦や、浅川扇状地遺跡群牟礼バイパス地点（以下、牟礼バイパス地点）出土の軒丸瓦と同笵文様のもの

であるが、笵傷がほとんど見られないことから比較的初期段階に製作されたものと思われる。文様については「複

弁八弁」と呼称はしているが、厳密に言えば二箇所に単弁が用いられており、複弁の花弁７対と単弁の花弁２対

の文様構成である。また、中房の蓮子に関してだが、牟礼バイパス地点の報告書における軒丸瓦の記述では「中

央に周環をめぐらした蓮子を置き、その外側には周環もなく、他の蓮子より小さい形の４つの蓮子」となってい

る。しかし、出土した１を見ると中央蓮子の外側にある４つの小さな蓮子にも周環が確認できることから、中房

の蓮子には全て周環があったことが判明した。

　瓦当の製作技法であるが、丸瓦の剥離痕からすると、最初に笵に厚さ１㎝ほどの粘土を詰め、丸瓦を取り付け

る。丸瓦接合後、さらに厚さ１㎝ほどの粘土を盛るのと同時に丸瓦との接合箇所の補強も行っている。また、丸

瓦の剥離面に凹凸が見られることから、丸瓦の端部に刻みを施していたものと思われる。丸瓦の端部に刻みを入

れる技法は牟礼バイパス地点出土の軒丸瓦にも共通している。

　２は、文様の3/4が欠損し瓦当の下半が残存している。２も、これまで確認されている軒丸瓦と同笵文様で、複

弁と間弁の間に見られる方形の笵傷が特徴的である。牟礼バイパス地点でもこのタイプの笵傷を持つ軒丸瓦が確

認されている。焼成はあまく、締まっていないため、１に比べると径が大きい。瓦当裏面は、タテやヨコ方向に

雑なナデ調整が施されている。

（第６図３・４）נฏݢ

　出土した軒平瓦は２点であったが、焼成具合や、出土トレンチが同じであることから、同一個体であると思わ

れる。文様構成は、軒丸瓦と同様に善光寺境内出土とされる軒平瓦や、牟礼バイパス地点出土の軒平瓦と同文様

で、偏向（葡萄・忍冬？）唐草文である。３は、瓦当の正面右側部が残存し、右上角から派生した唐草は左下に

向かって伸び、三つに分岐し展開していく。下方に伸びた唐草はさらに分岐し、蕾（葡萄？）状の文様と、上方

に巻き込む葉を表現している。

　顎の形態は不明であるが、これまでの出土品は段顎と直線顎の形態を採っているため、どちらかの顎形態であ

ると思われる。ただし、調整の点からすると、牟礼バイパス地点で確認されている段顎の軒平瓦はヨコ方向のき

れいな調整で、直線顎のものはやや雑であることがみてとれる。この点を比較すると、３は顎部分の調整がヨコ

方向のケズリ調整を受けていることから、段顎である可能性が高いと思われる。

　４は、文様の正面左側下部の唐草部分であると思われる。破損面には平瓦の剥離痕がみられ、顎部分はヨコと

タテ方向のケズリ調整を受けている。

（第６図５～第７図11）נؙ

　出土した丸瓦は45点・10.79㎏であった。出土した丸瓦の中で、凸面の整形を行った叩き具の痕跡は、全てナデ

による調整で消されている。６・７・10・11は凹面に布の綴じ目が確認できる。
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ฏנ（第７図12～第９図25）

　出土した平瓦は42点・11.03㎏で、凸面の整形が縄叩き具によるものは25点、格子目叩き具によるものは12点、

ナデによるものは５点であった。

　12～18は縄叩き具によって凸面整形が行われている。12は、凹面に縦方向の筋が何本も走っているが、これは

ハケ状の工具によって意図的に加えられたものと思われ、このような凹面を持つ平瓦は近接する元善町遺跡仁王

門東地点でも確認されている。13は、縄叩き具によって整形された平瓦の中で一番残存率が高い。凹面には、模

骨痕や糸切り痕が確認できる。

　19～23は格子目叩き具によって凸面整形が行われている。20は、これまでの牟礼バイパス地点や善光寺大本願

明照殿地点、仁王門東地点で出土した格子目叩き具による平瓦を合わせても、最も残存率が高い格子目叩き具の

平瓦である。凹面には模骨痕が確認できる。従来のように、凸面の整形は叩き具を重複して叩いているが、一部

において横方向に走るラインが確認できた。このラインは叩き板の幅を示すものと思われ、これによって、格子

目の叩き具は、板の縦軸に対して正格子ではなく斜格子状に刻みを施した叩き板であると考えられる。21は、凹

面の布目痕に対して端部が斜めに切られている。これは意図的に端部を斜めに切りとばしたもので、「隅切瓦」と

呼ばれるものである。隅切瓦は、大本願明照殿地点から縄叩き具によるものが１点確認されており、21はそれに

続く２例目の確認である。

　24・25はナデによって凸面の整形痕が消されてしまっている。24は、一部において平行叩き具の痕がみてとれ

るが、全面的にヨコナデが施されている。25の凸面には指紋が多く残されている。平瓦の凸面の整形痕をナデ消

す技法の個体は、大本願明照殿地点・仁王門東地点の両地点でも、わずかではあるが確認されている。

（２）土器片類（第９図26～33）
　本調査区では古代瓦以外の遺物の出土は少なく、かつ出土した遺物は小破片ばかりで、中世以前の遺物につい

ては明確な時期を特定することはできない。そのうち図化し得たのもわずか８点のみであった。26はⅠ層より出

土した明治期の磁器であり、内外面にコバルトの摺絵印判が施されている。27はⅡ層出土の碗で、肥前系京焼風

陶器と想定される。28は近世の軒平瓦で、渦を巻くような文様が確認できる。30は外面を叩き調整された珠洲系

の陶器甕である。他にも図化し得なかったが、灰釉陶器の小破片が出土している。32は須恵器杯の底部片で、ヘ

ラ状の工具によって底部外面に「大」と刻書されている。

（３）石製品（第９図34～40）
　本調査地点からは、五輪塔・宝篋印塔などの石製品が75点出土した。内分けは五輪塔が72点（空風輪37点・火

輪12点・水輪20点・地輪３点）、宝篋印塔が２点（相輪１点・塔身１点）、不明石製品が１点であった。これら石

製品は、ＳＰ10の黒褐色砂層、ＳＰ16・17の黒褐色粘土層、ＳＰ18・21・22・24の暗灰色弱粘性土層、ＳＰ26の黒～

茶褐色粘土層から出土している。出土した石製品のうち、一部は建築資材として転用された可能性もあるが、不

規則に集積されたものが多数であり、また資材として転用しにくい空風輪が多く存在することから、江戸期に廃

棄された可能性が高いと考えられる。

　出土した五輪塔の中で記銘が確認できたのはいずれも空風輪であった。「南無」と記銘されているのが３点で、

35は赤色塗料が残存していた。37～39は東方発心門の空風輪種字である「キャ」「カ」が刻まれていた。40は宝篋

印塔の塔身で、四面に金剛界大日如来の「バン」が刻まれていた。また、空風輪の中には墨書が記されているも

のがあったが、判読はできなかった。
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１ 軒丸瓦 14.8 1.5～2.3 ５YR4/1褐灰 良（還元焔）複弁八弁蓮華文・凸鋸歯文・中房蓮子＝１＋４＋８（周環有）・笵傷少 ４Tr・SP48（Ⅳ層）

２ 軒丸瓦 16.4（推定） 1.9～2.2 10Ｒ5/6赤 良（生焼け？）複弁八弁蓮華文・凸鋸歯文・中房蓮子＝１＋４＋８（周環有）・方形の笵傷が進行 ４Tr一括（Ⅳ層）
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３ 軒平瓦 6.0 ― 2.5YR5/6明赤褐 良（生焼け？）偏向唐草文・段顎？・側部、顎部はケズリ調整・軒平４と同一個体？ ４Tr一括（Ⅳ層）

４ 軒平瓦 2.5（現存） ― ５YR6/4にぶい橙 良（生焼け？）偏向唐草文・段顎？・顎部はケズリ調整・軒平３と同一個体？ ４Tr一括（Ⅳ層）

28 軒平瓦 1.1～1.5 ― ５Ｙ7/1灰白 良（燻し） 近世瓦・流水文？飛雲文？ ２Tr・SP15（Ⅱ層）
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５ 丸瓦 1.4 10YR8/3浅黄橙 やや良 布目痕 ヨコナデ ３ ２ ４Tr一括

６ 丸瓦 1.4 10YR8/4浅黄橙 やや良 布目痕・布綴じ目 ヨコナデ ３ ２ ４Tr一括

７ 丸瓦 1.4 Ｎ7/灰白 良（還元焔） 布目痕・布綴じ目 ヨコナデ ３ ２ ４Tr一括

８ 丸瓦 1.3 Ｎ6/灰 良（還元焔） 布目痕・布ヨレ ヨコナデ ２ ２ ４Tr一括

９ 丸瓦 2.4 Ｎ2/黒 やや良（還元焔） 布目痕 ヨコナデ・タテナデ ３ ２ ４Tr一括

10 丸瓦 1.1 Ｎ4/灰 やや良（還元焔） 布目痕・布綴じ目 ヨコナデ・分割線あり？ ３ ― ４Tr一括

11 丸瓦 1.7 2.5Ｙ5/1黄灰 やや良（還元焔） 布目痕・布綴じ目・輪積み痕？ ヨコナデ？ ３ ２ ４Tr一括

12 平瓦 1.8 ５Ｙ8/1灰白 良（還元焔） 布目痕・ハケ目？・模骨痕？ 縄叩き ２ ２ ４Tr一括

13 平瓦 2.1 2.5Ｙ7/1灰白 良（還元焔） 布目痕・糸切痕・模骨痕 縄叩き １ １ ４Tr一括

14 平瓦 1.8 Ｎ4/灰 良（還元焔） 布目痕（不明瞭）・糸切痕 縄叩き ２～３ ２ ４Tr一括

15 平瓦 2.0 2.5Ｙ6/1黄灰 良（還元焔） 布目痕・糸切痕・模骨痕・輪積痕 縄叩き １ １ ４Tr一括

16 平瓦 2.0 7.5YR6/3にぶい橙 やや良 布目痕 縄叩き ２ ３～４ ４Tr一括

17 平瓦 1.8 ５Ｙ7/1灰白 やや不良 布目痕 縄叩き ２ ― ４Tr一括

18 平瓦 1.9 7.5YR7/4にぶい橙 やや不良 布目痕 縄叩き ３ ― ４Tr一括

19 平瓦 2.4 10YR8/4浅黄橙 良 布目痕・模骨痕 格子目叩き ３ ３ ４Tr一括

20 平瓦 2.1 7.5YR8/6浅黄橙 良 布目痕・模骨痕 格子目叩き ３ ２ ４Tr一括

21 平瓦 1.5 10YR8/4浅黄橙 やや良 布目痕・模骨痕 格子目叩き ― １ 隅切瓦 ４Tr一括

22 平瓦 1.9 10YR8/4浅黄橙 良 布目痕・模骨痕・布綴じ目 格子目叩き ３ ２ ４Tr一括

23 平瓦 1.9 Ｎ4/灰 良（還元焔） 布目痕・糸切痕・模骨痕 格子目叩き ２ ― ４Tr一括

24 平瓦 2.4 2.5Ｙ7/1灰白 やや良（還元焔）布目痕・布綴じ目・輪積み痕？ナデ タテナデ（指紋多数） ３ ２（?） ４Tr一括

25 平瓦 2.3 2.5Ｙ6/1黄白 やや不良 布目痕・ナデ ヨコナデ（一部に平行叩き残存） ３ ３ ４Tr一括
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26 陶器 小碗 白色 轆轤 呉須・透明釉（12.2）（3.6） ― ― 瀬戸・美濃系 1880～1910 被熱 １Tr・SP５
（Ⅰ層３）

27 陶器 碗 白色 轆轤 透明釉
（コバルト）（13.6）（4.7） ― ― ― ― 肥前系 1650～1690 １Tr・SP５

（Ⅱ層９）

29 土師器 坏 10YR7/4
にぶい黄橙 轆轤 ― ― （2.6） ― 轆轤ナデ痕 轆轤ナデ痕 ― 在地系 不明 ３Tr・SP45

（Ⅲ層９・Ⅳ層10）

30 陶器 甕 ５Ｙ5/1灰 叩き ― ― ― ― 平行叩き 無文 ― 珠洲系 13～15Ｃ ３Tr・SP44
（Ⅲ層９）

31 須恵器 坏 7.5Ｙ6/1灰 轆轤 ― （12.0）（3.1） ― 轆轤ナデ痕 轆轤ナデ痕 ― 不明 不明 ４Tr一括

32 須恵器 坏 7.5Ｙ6/1灰 轆轤 ― ― （1.8） ― 轆轤ナデ痕 ナデ ヘラ削り 不明 ７～８Ｃ 底部ヘラ
描き「大」

３Tr・SP45
（Ⅳ層10）

33 須恵器 甕 2.5Ｙ7/1灰 叩き ― ― ― ― 平行叩き 平行 ― 不明 不明 ４Tr一括
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34 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 21.0 17.5 16.0 記名「南無」

35 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 28.5 24.5 20.0 記銘「南無」（朱字）

36 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 32.5 25.0 23.0 記銘「南無」

37 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 23.5 19.5 17.0 記銘（東方発心門の空風輪種字）

38 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目）（21.0） 16.5 16.0 記銘（東方発心門の空風輪種字）

39 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 19.5 15.0 14.5 孔あり・記銘（東方発心門の空風輪種字）

40 宝篋印塔 塔身 安山岩（青目） 26.5 21.5 22.0 四面に種字（金剛界大日如来）
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１ 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 16.0 12.5 11.5

２ 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目） 16.5 14.0 12.5

３ 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 17.5 13.5 13.0

４ 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 20.0 14.5 14.5

５ 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目） 18.0 13.0 12.5

６ 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目） 18.0 14.5 12.0

７ 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目） 18.0 13.5 12.0

８ 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目） 17.0 14.5 13.5 種字（？）墨
書

９ 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 21.5 16.5 15.0

10 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目） 19.0 15.5 14.5

11 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 20.5 16.5 15.0

12 五輪塔 空風輪 安山岩（青目）（20.5） 16.0 14.0

13 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 21.0 16.5 15.0 窪みあり

14 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目） 20.5 15.5 13.0

15 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 20.0 15.5 14.5 孔？

16 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 19.0 16.5 14.0

17 五輪塔 空風輪 裾花凝灰岩系 20.5 17.0 16.0

18 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 19.0 15.5 14.5 被熱？

19 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目） 18.5 16.0 14.5

20 五輪塔 空風輪 安山岩（青目）（21.5） 17.0 15.5

21 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目） 24.0 17.5 16.5 墨書「南無」

22 五輪塔 空風輪 安山岩（赤目） 23.0 19.5 16.0

23 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 22.0 18.0 15.0

24 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 25.5 19.0 15.0 被熱？

25 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 20.5 17.0 15.0

26 五輪塔 空風輪 安山岩（青目）（19.0） 17.0 15.5 被熱？

27 五輪塔 空風輪 安山岩（青目）（24.5） 19.5 17.0

28 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 24.0 18.0 15.5

29 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 19.5 16.5 15.0

30 五輪塔 空風輪 安山岩（青目）（13.5） 18.0 ― 風輪欠損

31 五輪塔 空風輪 安山岩（青目） 25.0 20.0 19.5

32 五輪塔 火輪 安山岩（赤目） 13.0 9.5 21.0

33 五輪塔 火輪 安山岩（青目） 10.5 10.0 19.0

34 五輪塔 火輪 安山岩（赤目） 12.5 9.5 21.0

35 五輪塔 火輪 安山岩（青目） 15.0 11.0 24.0

36 五輪塔 火輪 安山岩（青目） 13.5 11.0 26.0

37 五輪塔 火輪 安山岩（赤目） 14.5 8.0 18.0

38 五輪塔 火輪 安山岩（青目） 19.0 16.0 30.0

39 五輪塔 火輪 安山岩（青目） 14.0 11.0 23.0

40 五輪塔 火輪 安山岩（青目） 16.5 13.5（23.0）

41 五輪塔 火輪 安山岩（青目） 15.0 10.5 22.0 孔あり

42 五輪塔 火輪 安山岩（青目） 13.0 9.5 21.5 孔あり

43 五輪塔 火輪 安山岩（青目） 20.5 13.5 27.0 窪みあり

44 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 16.5 17.0 24.0 被熱？

45 五輪塔 水輪 安山岩（赤目） 14.0 13.5 21.0

46 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 15.5 14.0 22.0

47 五輪塔 水輪 裾花凝灰岩系 13.5 10.0 18.0

48 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 13.0 10.0 19.5

49 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 15.0 14.0 22.0

50 五輪塔 水輪 安山岩（赤目） 12.0 13.0 19.5
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51 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 12.0 12.0 18.5

52 五輪塔 水輪 安山岩（赤目） 12.0 17.0 20.5

53 五輪塔 水輪 裾花凝灰岩系（10.5） 11.0（19.0）

54 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 15.0 16.0 23.0

55 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 12.5 13.0 19.5

56 五輪塔 水輪 裾花凝灰岩系 18.0 14.0 24.0

57 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 15.0 17.0 22.5

58 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 12.0 14.0 21.0

59 五輪塔 水輪 裾花凝灰岩系 12.0（11.0） 17.5

60 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 13.5 17.0 22.0

61 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 16.5 （7.0）（16.0）

62 五輪塔 水輪 裾花凝灰岩系 19.0 14.0 24.0

63 五輪塔 水輪 安山岩（青目） 19.5 24.0 31.0 被熱？

64 五輪塔 地輪 裾花凝灰岩系 13.0 19.0（12.0）

65 五輪塔 地輪 裾花凝灰岩系（16.5） ― （22.5）

66 五輪塔 地輪 安山岩（青目） 18.5 24.5（25.5）被熱？

67 宝篋印塔 相輪 安山岩（赤目）（14.5） 10.5 ―

68 （不明） 安山岩（赤目） 五輪塔空風
輪？

※１ 寸法の（　）は現存部分のみの長さを示す。
※２ 寸法の「タテ」は製品の高さを示し、「ヨコ１」・「ヨコ２」は部位ごとに異なる。
　　　以下、「各部位（ヨコ１：ヨコ２）」。
　　　・五輪塔
　　　　空風輪（空輪最大径：風輪最大径）、火輪（上部辺：下部辺）
　　　　水輪（上部径：最大径）、地輪（上部辺：下部辺）
　　　・宝篋印塔
　　　　相輪（中央部径：底部径）、塔身（前部辺：側部辺）
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第Ⅳ章　結　　語

第１節　凸鋸歯文縁複弁八弁蓮華文軒丸瓦の笵傷進行と製作技法

　これまで元善町および周辺部からは、数種類の古

代軒瓦が確認されている。中でも、今回の調査でも

出土している凸鋸歯文縁複弁八弁蓮華文軒丸瓦（以

下、複弁蓮華文軒丸瓦）は、多数出土しており、浅

川扇状地遺跡群から出土した資料を加えると、合計

で17点を数える（表参照）。出土資料の集積・比較

検討の結果、瓦当文様が同笵であること、その笵傷

が段階を追って進行していること、また瓦当部と丸

瓦部との接合位置が笵傷の進行段階によって微妙に

異なることが判明した。本節では、現在までに確認

されている複弁蓮華文軒丸瓦の資料集積とあわせて、

確認できた笵傷の進行および瓦当接合部位置に関し

て、段階ごとに述べることとする。

ʦୈ̍ ஈ֊ʧ（第10図１・２・３）　笵傷がほとんどみ

られない個体。花弁が単弁になっている箇所と、外区凸鋸歯文縁の計二箇所に笵傷が見られるが、それ以外には

目立った笵傷はない。また、この段階においては文様の上下が定まっていないと思われる。

ʦୈ̎ ஈ֊ʧ（第10図４・５・６）　単弁の隣の複弁に、方形の笵傷が現れる。また、第１段階の笵傷も確認できて

いる。残存率が低いが、この段階においても文様の上下は定まっていない。

ʦୈ̏ ஈ֊ʧ（第10図７・８）　複弁の方形の笵傷が単弁にまで達し、長方形となる。この段階においても、文様の

上下は定まっていないものと思われる。

ʦୈ̐ ஈ֊ʧ（第10図９・10）　長方形の笵傷に変化はないが、細かい笵傷が各所で見られるようになる。この段階

において、文様の上下は長方形の笵傷を下にして定まったものと思われる。

　11～17は、小破片であることや明確な笵傷が確認できなかったため、笵傷の進行段階は不明である。ただし、13

に関しては、笵傷は確認できなかったが、単弁をほぼ真上にして丸瓦と接合しているため、第１段階から第３段

階のいずれかに該当するものと思われる。

　資料集積によって、大きく第４段階での笵傷進行を確認することができた。ただし、現時点ではこの複弁蓮華

文軒丸瓦の製作時期を限定できる資料は確認されていない。そのため、瓦当笵の使用期間の長短も、現時点では

判断がつかない。ここでは、現在までに確認されている複弁蓮華文軒丸瓦の瓦当は、全て同じ笵によって製作さ

れており、今後元善町遺跡や瓦窯跡等での出土例が増加すれば、笵傷の進行段階と出土地点との相関関係によっ

て、何らかの傾向が見出せる可能性があることを指摘しておきたい。

　製作技法に関しては第３章第２節でも一部述べたが、確認できた個体に関して共通していることは、丸瓦の端

部にヘラ状の工具で刻み（×状）を入れて瓦当面と接合している点が挙げられる。また、丸瓦と都合する前段階

において、瓦当笵に１㎝ほどの粘土を先に敷き詰め、丸瓦接合後に新たに１㎝程の粘土を盛り、接合部分を補強

している点も共通している。

矢印は丸瓦の接合箇所を示す。
また、矢印の番号は図中の番号に対応する。

ᝎইɾ઀߹Օॴ໛ࣜ ਤ
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　今回の調査の結果、確認できた複弁蓮華文軒丸瓦が同笵であることや、技法にある程度の共通性を見出すこと

が出来たことによって、元善町遺跡および牟礼バイパス地点出土の複弁蓮華文軒丸瓦が、同一の造瓦工人集団に

よって生産されたものである可能性が指摘できる。今後は、これまでの調査で出土している他の文様を有する軒

丸瓦や、複弁蓮華文軒丸瓦とセットとなる軒平瓦等との関係性を考慮する必要がある。笵傷の進行段階は、あく

までも現時点の集積であり、今後中間を埋める個体や、さらなる初現的な個体が出土する可能性もある。元善町

遺跡や瓦生産に関連する遺跡の調査が進み、さらなる資料の集成と検討を重ね、古代長野盆地における瓦の生産・

流通体制がより明確になることが望まれる。

第２節　鴟尾の出土

　本節は今回の調査とは直接的な関係はないが、資料集成・精査の段階で大脇潔（近畿大学教授）・上原真人（京

都大学大学院教授）両氏に市内出土の仏教関連遺物を実見していただいた結果、既刊報告書の掲載遺物について

修正すべき点があるとのご指摘を受けたため、以下に修正報告をさせていただく。

ʢ̍ʣઙ઒ઔঢ়஍Ҩ੻܈ೋπٶҨ੻
ɹ
̢̛ ̎۠ øú߸ߔᅿग़౔᳋ඌย（第11図18）

　昭和61年～平成３年にかけて、長野市稲田・徳間土地区画整理事業に伴って実施された調査の中で、平成２年

に行われた二ツ宮遺跡（ＦＭ）２区13号溝址から瓦製鴟尾破片が出土したと報告されている。出土した破片は鴟尾

の鰭部分とみられ、７世紀後半のものによく見られる調整痕を持ち、溝の共伴遺物から奈良時代後半には廃棄さ

れたと述べられている。この遺物に関して、大脇・上原両氏は実見の結果、鴟尾の鰭部分であるの可能性は極め

て低いとの見解であった。形状から移動式カマドの可能性も考えられるが、現時点では不明土製品として扱うこ

ととする。

　二ツ宮遺跡において、当時鴟尾として扱われた不明土製品は、同じ浅川扇状地遺跡群稲添遺跡出土の瓦塔と共に

注目され、稲田・徳間地区に古代寺院が存在していたことを推定する根拠とされてきた。確かに同地区におては、

数点ではあるが瓦片も確認されているため、瓦葺建物が存在した可能性も否定はできないが、鴟尾の存在を外し

て考えると積極的に肯定する要素も低い状況である。現時点では、同地区の集落が仏教思想を有していた、ある

いは寺院等に関連する集落であった程度の認識が妥当と判断される。

ʢ̎ʣ௕໺Ҩ੻܈ળޫ ໳લொ੻஛෩ಊળޫࣉ େ໳ళ஍఺ࣉ
ɹ

ը۠ߔग़౔ಓ۩נย（第11図19）

　平成18年度に、長野市大門町において竹風堂善光寺大門店の建設に伴って実施された調査である。道具瓦片は、

調査区の東西に伸びる中世の区画溝から出土しており、報告書内では棟に使う道具瓦と述べられている。この遺

物に関して、大脇・上原両氏は実見の結果、鴟尾の胴部と鰭部の接合部分にあたるもので、布目痕がある面が底

面であるとの見解であった。今回は改めて再実測をし、図面を掲載することとする。

　出土した鴟尾片は、胴部外面と鰭部に平行叩き具による成形痕が残存しており、内面には指頭圧痕や指ナデの

痕がみられるが、当て具痕の形跡は見当たらない。また、破片を上から見ると、胴部に対して鰭部が「八」字状

に広がって接合されている。この道具瓦が鴟尾で、門前町跡から出土したということは、元善町近辺に存在して

いたとみられる古代瓦葺き建物は、鴟尾を有する建物であった可能性が指摘できる。今後、他地域の鴟尾との比

較を通して、本出土品の位置付けを行うとともに、元善町近辺に存在したであろう古代瓦葺き建物の性格につい

ても検討する必要がある。
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１ 14.8 1.5～2.3 ― ５YR4/1褐灰 善光寺仲見世通り 2008 発掘調査 長野市埋蔵文化財センター

２ ― ― ― ― 長野市下田子東沢窯跡 1916 表採？ ― 長野県1988・米山1954
に掲載

３ ― ― ― ― 善光寺仁王門北東 1953 水道工事 ― 米山1954に掲載
４ （14.8）1.4～2.1 ― 10YR5/2灰黄褐 長野市若槻牟礼バイパスＤ地点 1984･85 発掘調査 長野市埋蔵文化財センター
５ （16.0）2.0～2.6 ― 7.5YR7/4にぶい橙 善光寺仁王門北東 1953 水道工事 善光寺事務局
６ （16.4）1.9～2.2 ― 10YR５/赤 善光寺仲見世通り 2008 発掘調査 長野市埋蔵文化財センター
７ 14.6 1.5～1.71.7～1.9 ５Ｙ4/1灰 善光寺仁王門北東 1953 水道工事 善光寺事務局
８ 15.4 1.5～2.0 2.2 Ｎ1.5/黒 善光寺境内 1955？ 掘削工事？ 長野市立博物館 市博に寄贈（1987）
９ 15.9 2.3～2.7 1.6 2.5Ｙ7/2灰黄 善光寺玉照院前 1957 電話線工事 長野市立博物館
10 16.0 2.5 ― 10YR7/4にぶい黄橙 長野市若槻牟礼バイパスＣ地点 1984 発掘調査 長野市埋蔵文化財センター
11 15.6 1.6～2.5 ― ５Ｙ5/1灰 善光寺仁王門北東 1953 水道工事 善光寺事務局
12（16.0）1.5～2.0 ― ５YR7/6橙 善光寺境内 ― ― 善光寺事務局 長野県1988に掲載
13（16.0）1.7～1.81.6～1.8 7.5YR7/6橙 善光寺境内 ― ― 善光寺事務局 初掲載
14（15.4） 2.3 ― 7.5Ｙ1/7灰白 長野市西長野 ― ― 長野市立博物館 長野県1988に掲載
15（16.2）1.8～2.4 ― 7.5YR8/6浅黄橙 善光寺大本願明照殿地点 2007 発掘調査 長野市埋蔵文化財センター
16（16.0） ― 1.6 7.5YR6/6橙 善光寺仁王門東地点 2007 発掘調査 長野市埋蔵文化財センター

17 ― ― ― ― 善光寺本堂東脇 1952 掘削工事 ― 長野県1988・米山1954
に掲載
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